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一
完
一

高

橋
　
　
庸

郎

十
四
、
其
書
最
多
者
、
當
居
曹
奏
令
丞
、
令
丞
以
為
不
直
、
志
千
里
使
有
籍
書

之
、
以
為
悪
吏
。

　
　
馴

　
　
語
書

其
の
書
す
る
こ
と
最
も
多
き
者
は
、
當
に
居
る
曹
、
令
、
丞
に
奏
し
、
令
、
丞

以
て
、
不
直
と
爲
せ
ば
、
志
し
て
千
里
に
籍
有
り
て
之
を
書
か
し
め
、
以
来
悪

吏
と
爲
さ
む

　
　
語
書

ω
書
　
く
単
行
本
V
は
、
「
読
カ
迂
。
〈
呂
氏
春
秋
、
遣
威
V
注
、
辻
、
責
。
」

と
す
る
。
い
ま
因
み
に
カ
ー
ル
グ
レ
ン
と
周
法
高
に
よ
る
過
と
書
一
の
復
原
音
を

掲
げ
て
見
る
と
、
以
下
の
如
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
見
る
と
、
書
と
過
と
は
そ

ん
な
に
酷
似
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
子
音
、
母
音
と
も
、
去
声
、
入
声

に
か
か
わ
ら
ず
異
っ
て
い
る
。
〈
呂
氏
春
秋
、
適
威
V
に
、
「
煩
爲
教
而
過
不
識
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
づ
ら
は

敷
爲
令
而
不
從
、
巨
爲
危
而
罪
不
敢
、
重
爲
任
而
罰
不
勝
」
（
煩
し
く
教
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毛
し
　
　
　
　
由
ほ
い

爲
し
て
、
識
ら
ざ
る
を
過
め
、
敷
々
令
を
爲
し
て
、
從
は
ざ
る
を
非
り
、
巨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

に
危
を
爲
し
て
、
敢
え
て
せ
ざ
る
を
罪
し
、
重
く
任
を
爲
し
て
、
勝
へ
ざ
る
を

切
反

執
胡

蓼
胡

禾
古

臥
古

高
音
法
古
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中

．
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m

k
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m

a
u
k

a
u
k

高
音
法
古
周
上

σ
e
W
r
g

k
e
W
g
r

a
W
k

a
W
k

．
㎝
岬

出
榊

＾
a
u
k

＾
a
u
k

g
ξ
W
，
g

k
ξ
W
，
g

＾
a
W
k

＾
a
W
k

去

入

平

去

］
書
一

o
］
養

1
過

｛
“
過

罰
す
一
と
あ
り
、
そ
の
高
誘
の
注
に
は
、
「
過
、

　
　
　
　
せ

責
」
（
過
は
責
む
な
り
）
と
あ
る
。
ま
た
く
廣

雅
、
伽
樟
詰
V
に
も
、
「
過
、
責
也
」
と
あ
る
し
、

〈
楚
辞
、
惜
往
日
V
に
も
、
「
信
護
諌
之
溜

濁
号
、
盛
氣
志
而
過
之
」
（
護
訣
の
洞
濁
な

る
を
信
じ
て
、
盛
ん
に
志
を
氣
し
て
之
を
責

む
）
の
蒋
駿
の
注
に
も
「
過
、
督
責
也
」
と

あ
る
。
故
に
過
に
責
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
し
か
し

こ
こ
で
董
が
責
の
意
を
持
つ
と
い
う
の
は
、

養
と
過
が
音
の
上
か
ら
通
用
す
る
と
い
う
証

明
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は

上
に
見
て
来
た
よ
う
に
あ
ま
り
的
確
に
断
定

出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
〈
説
文
通
訓
定

聲
V
に
は
、
「
董
、
段
借
爲
過
」
（
書
は
段
借

し
て
過
と
爲
す
）
と
あ
り
、
ま
た
く
春
秋
穀

睡虎地秦簡《語書》釈文注解(下Ⅶ)(完)

Page:1無断転載禁止。　



梁
伝
、
桓
六
V
に
、
「
宴
來
者
、
是
來
也
：
…
・
其
謂
之
是
來
、
何
也
、
以
其
書
我
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
二
と

故
箇
言
之
也
、
諸
侯
不
以
過
相
朝
也
」
（
宴
に
來
る
者
は
、
是
れ
來
る
な
り

：
・
…
其
の
之
を
是
れ
來
る
ど
謂
う
は
何
ぞ
や
、
其
の
我
を
養
す
る
を
以
て
す
、

故
に
簡
に
し
て
之
室
言
う
な
り
、
諸
侯
は
相
い
朝
す
る
に
過
ぎ
る
を
以
て
せ
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
音

る
な
り
）
と
あ
る
。
し
か
し
く
説
文
通
訓
定
聲
V
で
は
、
過
る
の
意
味
で
あ
り
、

ま
た
く
春
秋
穀
梁
伝
V
の
方
も
後
文
に
過
字
が
使
わ
れ
て
い
る
所
を
み
る
と
、

こ
の
場
合
の
書
も
や
は
り
こ
れ
に
近
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
杜
預
の
注
も
、
「
書
、
是
相
過
」
（
書
は
、
是
れ
相
い
過
ぎ
る
な
り
）
と
し

て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
書
は
、
こ
の
字
そ
の
も
の
に
責
と
い
う
意
味
が
あ

る
訳
で
は
な
く
、
何
か
別
の
基
本
的
な
意
味
が
存
在
し
て
い
て
、
そ
の
敷
術
さ

れ
た
意
味
と
し
て
の
責
の
意
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
養
は
く
説
文
V
に
は
、
「
界
也
、
象
田
四
界
、
車
所
以
養
也
、
凡
書
乏
囑
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
も
の
　
　
　
　
か
た
ど

瓜
養
、
曾
古
文
養
省
、
動
亦
古
文
書
」
（
界
な
り
、
田
の
四
界
を
象
る
。
幸

の
養
す
る
所
以
な
り
。
凡
そ
書
の
囑
は
皆
な
書
に
瓜
う
。
曾
は
古
文
の
書
の
省
、

郵
も
亦
た
古
文
の
書
な
り
一
と
あ
る
。
即
ち
書
は
境
界
の
こ
と
で
あ
る
。
領
田

の
四
方
を
線
び
き
し
て
界
を
確
定
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
養
の
字
の
下
部
の

田
の
部
分
が
左
右
下
と
三
線
で
囲
ま
れ
て
い
る
字
が
く
説
文
V
の
題
字
に
見
え

る
の
は
、
そ
れ
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
局
現
代
漢
字
の
画
は
、
こ
の

く
説
文
V
本
字
の
下
部
の
み
を
取
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
幸
は
本
来
翁
で
、

申
は
手
に
棒
状
の
も
の
を
握
っ
て
い
る
象
形
で
あ
る
。
そ
の
下
部
は
、
そ
の
棒

状
の
も
の
に
よ
っ
て
折
ら
れ
分
割
さ
れ
た
二
本
の
ラ
イ
ン
を
示
し
て
い
る
。
即

ち
手
に
握
ら
れ
た
棒
は
、
棒
で
は
な
く
何
等
か
の
刃
の
つ
い
た
小
刀
で
あ
ろ
う
。

書
は
小
刀
で
ラ
イ
ン
を
分
割
す
る
よ
う
に
、
田
領
の
四
方
を
境
界
線
で
区
分
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

る
こ
と
を
言
う
で
あ
る
。
〈
説
文
V
は
、
「
劃
も
亦
た
古
文
の
書
な
り
」
と
言
っ

て
い
る
。
書
字
の
中
に
は
已
に
小
刀
が
含
ま
れ
て
い
る
の
に
、
更
に
刀
を
加
え

る
の
は
無
用
に
思
わ
れ
る
が
、
実
は
一
」
う
し
た
例
は
他
に
も
多
い
。
例
え
ば
正

字
は
、
本
来
城
廓
へ
向
っ
て
進
ん
で
行
く
人
問
の
足
を
象
っ
た
も
の
で
あ
り
、

正
字
そ
の
も
の
に
、
行
く
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
た
の
が
、
時
代
が
降
る
と
と

も
に
、
正
字
は
他
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、

正
に
改
め
て
行
人
偏
を
付
し
て
、
本
来
の
正
字
の
持
っ
て
い
た
行
く
の
意
味
を

征
に
よ
っ
て
表
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
董
と
劃
と
は
同
意
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
く
説
文
V
の
記
述
か
ら
理
解
出
来

る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
考
え
る
と
、
書
は
他
と
区
別
す
る
為
に
、
そ
の
対

象
物
に
対
し
て
何
等
か
の
切
り
込
み
を
入
れ
て
区
別
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
書
が
過
（
す
ぎ
る
、
よ
ぎ
る
）
と
通
じ
て
い
る
の
は
、
そ
の
区
別
の
為
の

ラ
イ
ン
を
引
く
こ
と
、
そ
の
ラ
イ
ン
が
眼
前
を
横
切
る
と
こ
ろ
か
ら
伸
引
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
養
は
現
代
風
に
言
え
ば
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
く
語
書
V
の
場
合
は
、
悪
吏
と
目
さ
れ
る
行
動
が
露
わ
れ
れ
ば
、

そ
の
度
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
、
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
が
最
も
多
い
者
は
、
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。

ω
奏
　
く
説
文
V
に
、
「
奏
進
也
、
瓜
傘
、
瓜
中
、
中
上
進
之
義
」
（
奏
進
な
り
、

傘
に
瓜
い
、
中
に
瓜
う
。
中
は
上
進
の
義
な
り
）
と
あ
る
。
段
玉
段
は
、
最
初

　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
づ
ら

の
奏
字
に
つ
い
て
「
此
複
撃
字
之
未
刷
者
」
（
此
れ
複
撃
の
字
の
未
だ
刷
ざ
る

者
な
り
）
と
し
て
い
る
か
ら
、
奏
と
は
進
の
意
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
〈
説

文
V
は
、
中
が
上
進
の
義
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
恐
ら
く
そ
う
で
は
な
い
。

中
は
前
に
も
掲
げ
た
如
く
、
〈
説
文
V
は
「
岬
木
初
生
也
」
（
岬
木
の
初
め
て
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生
ず
る
な
り
）
と
し
て
お
り
、
岬
字
の
半
分
、
つ
ま
り
草
の
こ
と
で
あ
る
。
草

を
両
の
手
で
奉
げ
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
進
の
意
は
、
寧
ろ
下
部
の
夫
に
あ

る
。
奉
は
く
説
文
V
に
、
本
で
取
っ
て
あ
り
、
「
進
趣
也
、
瓜
大
、
瓜
十
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
や

十
猶
兼
十
人
也
」
一
進
む
こ
と
趣
き
な
り
、
大
に
瓜
い
、
十
に
瓜
う
。
大
十
は

猶
お
十
人
を
兼
せ
る
也
）
と
あ
り
、
段
注
に
は
、
「
趣
者
、
疾
也
、
言
其
進
之
疾
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
や
皇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
中

如
兼
十
人
之
能
也
」
（
趣
と
は
、
疾
な
り
。
其
の
進
む
こ
と
の
疾
き
こ
と
、
十

人
の
能
を
兼
ぬ
る
如
き
を
言
う
な
り
）
と
あ
る
。
よ
っ
て
は
や
く
進
む
こ
と
を

卒
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
く
説
文
V
に
は
、
椀
字
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て

も
許
慎
は
、
「
進
也
」
と
し
、
ま
た
奉
字
に
つ
い
て
も
、
「
疾
也
」
と
し
て
い
る
。

更
に
許
慎
は
、
皐
に
つ
い
て
、
「
気
皐
白
之
進
也
、
炊
窄
、
瓜
白
、
鵡
祀
日
皐

登
謁
日
奏
、
故
皐
奏
皆
瓜
奉
、
周
橿
日
、
詔
來
鼓
、
皐
舞
、
皐
告
之
也
」
（
汽

白
の
進
む
な
り
、
傘
に
瓜
い
、
白
に
炊
う
。
薩
に
日
く
、
祀
は
皐
と
日
い
、
登

語
は
奏
と
日
う
。
故
に
皐
奏
は
皆
な
奉
に
炊
う
。
周
稽
に
日
く
、
詔
し
て
鼓
を

　
　
　
　
　
　
　
　
つ

來
た
ら
し
め
、
舞
を
皐
げ
し
む
。
皐
は
之
を
告
ぐ
る
な
り
）
と
あ
る
。
以
上
か

ら
み
て
も
奉
、
或
い
は
率
に
は
す
す
め
る
、
告
げ
申
し
上
げ
る
の
意
味
が
あ
る

こ
と
が
解
る
。
た
だ
皐
字
の
場
合
は
上
部
の
白
字
に
已
に
申
し
上
げ
る
の
意
味

が
あ
る
。
〈
説
文
V
は
白
に
つ
い
て
「
此
亦
自
字
也
、
省
自
有
詞
言
之
汽
以
鼻

出
典
口
相
助
也
」
（
此
れ
亦
た
自
字
な
り
。
自
を
省
す
る
は
、
詞
言
の
気
鼻
よ

り
出
で
て
口
と
相
い
助
く
る
な
り
）
と
あ
り
、
更
に
自
に
つ
い
て
は
、
「
鼻
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た

象
鼻
形
」
（
鼻
な
り
、
鼻
の
形
を
象
ど
る
な
り
）
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

㈹
當
居
曹
く
単
行
本
V
は
、
「
泣
即
古
辛
中
的
当
曹
、
指
悪
吏
所
在
的
衙
署
、
」

（
古
書
の
中
に
見
え
る
当
曹
の
こ
と
で
あ
り
、
悪
吏
が
居
る
所
の
役
所
を
指
し

て
い
る
）
と
あ
る
。
當
曹
に
つ
い
て
は
、
〈
北
吏
、
魏
紀
三
、
高
祖
V
に
、

「
三
載
考
績
、
自
古
通
経
、
三
考
瓢
陵
、
。
以
彰
能
否
。
朕
今
三
載
一
考
、
考
即

瓢
陵
…
各
令
當
曹
、
考
其
優
劣
爲
三
等
」
（
三
載
績
を
考
え
る
に
、
古
よ
り
経

に
通
じ
、
三
た
び
瓢
陵
を
考
え
、
以
て
能
否
を
彰
か
に
す
。
朕
今
三
載
に
一
考

し
、
考
す
れ
ば
即
ち
融
陵
し
各
々
當
曹
に
令
し
て
、
其
の
優
劣
を
考
え
て
三
等

た
ら
し
め
む
）
な
ど
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
瓢
陵
と
は
、
〈
書
、
舜
典
V
に
、

「
三
載
考
績
、
三
考
瓢
渉
幽
明
」
（
三
載
績
を
考
え
、
三
考
し
て
幽
明
を
瓢
陵
す
）

と
あ
る
も
の
で
功
な
き
者
を
降
格
し
、
功
有
る
も
の
を
昇
格
さ
せ
る
こ
と
で
あ

る
。ω

不
直
　
不
正
、
不
公
正
の
こ
と
で
あ
る
。
〈
単
行
本
V
の
注
に
、
「
是
秦
汲

吋
吏
常
有
的
罪
名
、
兄
く
史
記
、
秦
始
皇
本
紀
V
〈
汲
書
、
張
散
借
V
等
」

（
秦
や
漢
の
時
代
に
吏
に
よ
く
使
わ
れ
る
罪
名
で
あ
る
。
『
史
記
、
秦
始
皇
本
紀
』

や
『
漢
書
、
張
散
侍
』
な
ど
に
見
え
る
）
と
あ
る
。
し
か
し
く
始
皇
本
紀
V
に

あ
る
の
は
、
「
三
十
四
年
適
治
獄
吏
不
直
者
、
」
（
三
十
四
年
、
獄
吏
の
不
直
な

る
者
を
適
治
す
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
不
直
が
罪
名
と
解
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
解

ら
な
い
。
こ
の
部
分
に
は
索
隠
も
集
解
も
附
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
く
史
記
、

董
仲
箭
傳
V
に
は
、
「
不
正
不
直
」
の
語
も
見
え
る
し
、
同
じ
く
く
史
記
、
准

南
衡
山
列
傳
V
に
は
、
「
王
使
人
上
書
告
内
史
、
内
史
治
、
言
王
不
直
」
（
王
の

使
人
上
書
し
て
内
史
に
告
す
、
内
史
治
め
て
、
王
不
直
な
り
と
言
う
）
と
も
あ

る
。
こ
れ
等
も
罪
名
と
は
思
え
な
い
。
〈
漢
書
、
韓
延
壽
傳
V
に
は
、
「
上
由

是
不
直
延
壽
、
各
令
窮
克
所
考
」
（
上
是
に
由
り
延
壽
を
不
直
し
、
各
々
考
う

所
を
窮
寛
せ
し
む
）
の
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
直
を
動
詞
と
し
て
用
い
た
も
の
で
、

不
直
は
そ
の
否
定
で
あ
る
。
つ
き
こ
の
場
合
の
直
は
任
官
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
不
直
は
任
官
を
解
く
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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ω
志
　
く
説
文
V
に
、
「
意
也
、
瓜
心
、
之
聲
」
と
あ
り
、
意
に
つ
い
て
は
、

「
志
也
、
瓜
心
、
察
言
而
知
意
、
瓜
心
、
炊
音
」
（
志
な
り
、
心
に
瓜
い
、
言

を
察
し
て
意
を
知
る
。
心
に
瓜
い
、
音
に
瓜
う
）
と
あ
っ
て
互
訓
に
な
っ
て
い

る
。
〈
侯
馬
盟
書
V
や
く
中
山
王
壼
V
の
銘
文
中
に
使
わ
れ
て
い
る
志
字
を
見

る
と
そ
の
上
都
は
足
裏
の
形
、
つ
ま
り
止
字
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
心
の
趣

く
こ
と
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
志
と
は
、
趣
く
心
を
表
わ
し
た
字

で
あ
る
。
〈
説
文
通
訓
定
聲
V
に
は
、
「
志
此
字
、
大
徐
補
入
説
文
、
爲
十
九

文
之
一
、
云
云
、
按
、
即
識
字
之
古
文
」
（
志
、
此
の
字
、
大
徐
は
補
い
て
説

文
に
入
れ
、
十
九
文
の
一
と
爲
す
。
云
云
と
、
按
ず
る
に
、
即
ち
識
字
の
古
文

な
り
）
と
す
る
。
段
玉
裁
は
、
「
周
穐
保
章
氏
注
云
、
志
古
文
識
、
蓋
古
文
有

志
無
識
、
小
纂
乃
有
識
字
、
保
章
注
日
、
志
古
文
識
、
識
記
也
、
哀
公
問
注
日
、

志
讃
爲
識
、
識
知
也
、
今
之
識
字
、
志
駒
典
識
請
分
二
解
而
古
不
分
二
音
則
二

解
、
義
亦
相
通
、
古
文
作
志
則
志
者
記
也
、
知
也
、
恵
定
干
日
、
論
語
、
賢
者

識
其
大
者
、
察
邑
石
経
作
志
多
見
而
識
之
…
今
人
分
志
向
一
字
、
識
記
一
字
、

知
識
一
字
、
古
砥
有
一
字
一
音
、
又
旗
幟
亦
即
用
識
字
、
則
亦
可
用
志
字
、
詩

序
日
、
詩
者
志
之
所
之
也
、
在
心
爲
志
婁
言
爲
詩
、
志
之
所
之
不
能
無
言
、
故

識
仏
言
、
哀
公
問
注
云
、
志
讃
爲
識
者
、
漢
時
志
識
已
殊
字
也
、
許
心
部
無
志

者
、
蓋
以
其
即
古
文
識
而
識
下
失
載
也
」
一
周
穐
の
保
章
氏
の
注
に
云
く
、
志

　
　
　
　
　
　
　
　
け
だ

の
古
文
は
識
な
り
、
蓋
し
古
文
に
志
有
り
て
識
無
し
、
小
象
乃
ち
識
字
有
り
、

保
章
の
注
に
日
く
、
志
の
古
文
は
識
な
り
、
識
は
記
な
り
、
哀
公
問
の
注
に
日

く
、
志
は
讃
み
て
識
と
為
す
、
識
は
知
な
り
、
今
の
識
字
、
志
駒
は
識
請
と
二

解
に
分
け
る
も
古
は
二
音
に
分
た
ざ
れ
ば
則
ち
二
解
は
義
亦
た
相
い
通
ず
、
古

文
志
に
作
る
は
則
ち
志
は
記
な
り
、
知
な
り
、
恵
定
干
日
く
、
論
語
に
、
賢
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
　
　
　
し

は
其
の
大
な
る
を
識
る
者
な
り
、
と
あ
る
を
察
筥
石
経
で
は
、
志
多
く
、
見
て

之
を
識
る
と
す
る
…
今
人
志
向
の
一
字
、
識
記
の
一
字
、
知
識
の
一
字
に
分
か

つ
、
古
は
一
字
一
音
有
る
の
み
、
又
旗
幟
に
亦
即
ち
識
字
を
用
う
れ
ば
則
ち
亦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

た
志
字
を
用
る
も
可
な
り
、
詩
序
に
日
く
、
詩
は
志
の
之
く
所
な
り
、
心
に
在

　
　
ニ
ニ
ろ
お
も
む
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
　
　
　
　
　
　
　
o

り
て
　
志
　
た
め
に
言
を
護
し
て
詩
に
爲
る
、
志
の
之
く
所
は
言
無
き
こ
と

能
は
ず
、
故
に
識
は
言
に
瓜
う
、
哀
公
問
の
注
に
云
く
、
志
は
讃
み
て
識
と
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
で
　
　
　
　
　
　
　
二
と

す
は
、
漢
時
志
と
識
は
已
に
字
を
殊
に
す
る
な
り
、
許
の
心
部
に
志
無
き
は
、

蓋
し
其
の
即
ち
古
文
の
識
を
以
っ
て
し
て
、
識
の
下
に
載
を
失
う
な
り
）
と
す

る
。
因
み
に
識
字
を
く
説
文
V
は
、
「
常
也
、
一
日
知
也
」
（
常
な
り
、
一
に
日

く
知
な
り
）
と
し
、
段
注
は
、
「
常
當
爲
意
字
之
誤
也
、
草
書
常
意
相
似
、
六

朝
以
草
篤
書
造
草
愛
、
眞
讃
誤
往
往
如
此
、
意
者
志
也
、
志
者
心
所
之
也
、
意

與
志
、
志
典
識
古
皆
通
用
、
心
之
所
存
謂
之
意
、
所
謂
知
識
者
此
也
、
大
學
誠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‡
＾
き

其
意
即
實
其
識
也
」
（
常
は
當
に
意
字
の
誤
な
り
、
草
書
の
常
、
意
は
相
い
似

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲
よ

た
り
、
六
朝
は
草
を
以
て
書
を
窮
し
、
草
愛
ず
る
に
造
ぶ
、
眞
譲
の
誤
は
往
往

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

に
し
て
此
く
の
如
く
、
意
な
る
も
の
は
志
な
り
、
志
な
る
者
は
心
の
之
く
所
な

り
、
意
と
志
、
志
と
識
と
は
古
皆
な
通
じ
て
用
い
ら
る
る
な
り
、
心
の
存
す
る

　
　
二
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
わ
o
る

所
、
之
を
意
と
謂
う
、
所
謂
知
識
は
此
な
り
、
大
學
の
誠
は
、
其
の
意
即
ち
實

に
其
の
識
な
り
）
と
し
、
更
に
、
「
矢
部
日
知
識
詞
也
、
按
凡
知
識
、
記
識
、

標
識
今
人
分
入
去
二
聲
、
古
無
入
去
分
別
、
三
者
實
一
義
也
」
（
矢
部
に
日
く
、

知
は
詞
を
識
る
な
り
、
按
ず
る
に
凡
そ
知
識
、
記
識
、
標
識
は
、
今
人
入
去
の

二
聲
に
分
つ
も
、
古
は
入
去
の
分
別
無
し
、
三
者
實
に
一
義
な
り
）
と
す
る
。

知
識
は
〔
き
二
邑
、
記
識
は
9
ω
邑
、
標
識
〔
9
8
き
巳
の
区
別
が
現
在

で
は
あ
る
。
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志
字
が
中
山
王
方
壷
の
銘
文
や
、
侯
馬
盟
書
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
志

字
は
戦
国
期
に
は
も
う
存
し
て
い
た
と
言
え
る
し
、
識
字
は
周
代
の
格
伯
段
の

銘
文
中
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
よ
っ
て
こ
の
両
字
は
そ
の
成
立
は
当
然
源
を

異
に
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
同
義
の
字
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
漢
代
以
後
で
あ
る
。
志
は
も
と
も
と
心
の
趨
向
し
て
い
く
状
態
を
意
味

し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
詞
を
知
る
と
い
う
意
味
で
の
識
が
、
詩
序
の
云
う

　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

志
の
之
く
所
と
し
て
の
詩
、
そ
れ
を
為
り
、
そ
れ
を
記
述
す
る
と
い
う
音
一
味
を

も
包
含
す
る
語
と
し
て
の
識
と
同
意
義
の
字
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
恐
ら
く
、
こ
の
語
書
が
書
か
れ
た
秦
代
の
早
期
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

㈹
千
里
　
本
来
長
い
途
の
り
、
広
大
な
地
域
を
表
わ
す
語
で
あ
る
。
〈
左
樽
、
■

僖
公
三
十
二
年
V
に
、
「
師
之
所
爲
、
鄭
必
知
之
、
勤
而
無
所
、
必
有
惇
心
、

且
行
千
里
、
其
誰
不
知
」
（
師
の
爲
す
所
、
鄭
必
ず
之
を
知
る
、
勤
む
る
も
所

無
け
れ
ば
、
必
ず
惇
心
有
り
、
且
つ
千
里
を
行
く
も
其
の
誰
か
知
ら
ず
一
と
あ

る
。
千
は
く
説
文
V
に
、
「
十
百
也
、
瓜
十
、
炊
人
」
と
あ
る
。
高
鴻
経
の
く
中

國
字
列
V
に
、
「
大
徐
、
瓜
十
、
瓜
人
、
小
徐
作
瓜
十
、
人
聲
、
人
聲
、
是
也
、

瓜
十
、
當
爲
瓜
一
、
一
、
敷
之
整
也
」
（
大
徐
本
に
は
、
「
瓜
十
、
瓜
人
」
と
あ

る
も
小
徐
は
「
瓜
十
、
人
聲
」
に
作
る
、
人
聲
と
す
る
は
是
な
り
、
「
瓜
十
」

は
當
に
「
瓜
一
」
と
す
べ
し
、
一
は
藪
の
整
な
り
）
と
す
る
の
は
恐
ら
く
間
違

い
で
あ
ろ
う
。
卜
辞
に
見
る
千
は
明
か
に
、
人
と
十
に
従
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
「
一
、
敷
之
整
也
」
と
い
う
言
い
方
は
当
時
の
学
者
達
以
后
に
生
れ
た
諸

学
に
基
く
考
え
で
、
そ
の
字
体
の
原
初
的
成
立
時
に
は
何
の
関
り
も
浄
た
な
い

も
の
で
あ
る
。
里
は
く
説
文
V
に
、
「
居
也
、
瓜
因
、
瓜
土
」
と
あ
る
。
即
ち

人
の
住
む
所
、
日
本
語
で
言
う
所
の
村
里
で
あ
る
。
し
か
し
里
に
は
古
代
居
住

人
を
管
理
す
る
為
の
一
制
度
と
し
て
の
役
割
り
が
あ
っ
た
。
〈
周
趨
、
地
官
V

に
、
「
五
家
爲
螂
、
五
郷
爲
里
」
（
五
家
を
螂
と
爲
し
、
五
郷
を
里
と
爲
す
）
と

あ
り
、
ま
た
同
じ
く
く
濃
記
、
効
特
牲
V
に
、
「
唯
爲
杜
事
、
軍
出
里
」
（
唯
だ

社
事
を
爲
し
、
革
に
里
を
出
づ
る
の
み
）
と
あ
り
、
そ
の
鄭
玄
の
注
に
、
「
二

十
五
家
爲
里
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
南
郡
の
守
騰
が
治
め
て
い
る
地
域
全
体
を

言
う
。

ω
籍
　
く
説
文
V
に
は
、
「
簿
書
也
、
双
竹
、
緒
聲
」
と
あ
る
。
戸
籍
簿
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
戸
籍
簿
に
は
そ
の
戸
の
人
員
及
び
構
成
以
外
に
も
各
人
の
賞

罰
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
後
代
の
構
案
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

㈱
語
書
　
こ
の
二
字
は
こ
の
文
の
標
題
に
当
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
七
五
年

十
二
月
に
発
掘
さ
れ
た
当
初
は
こ
の
二
字
が
未
発
見
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
標

題
は
く
語
書
V
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
か
ら
、
〈
南
郡
守
騰
文
V
と
呼
ば
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
〈
単
行
本
V
の
注
に
は
、
「
此
二
字
ヵ
簡
背
標
題
」
（
此
の
二

字
は
竹
簡
の
裏
側
に
記
さ
れ
た
標
題
で
あ
る
）
と
あ
る
が
、
初
期
段
階
で
み
つ

け
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
相
当
判
然
と
し
に
く
い
字
体
か
、
或
い
は

そ
う
し
た
場
所
に
書
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
』

　
語
は
く
説
文
V
に
、
「
論
也
、
坐
言
、
吾
聲
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
く
輝
名
・

聲
言
語
V
に
、
「
語
、
叙
也
、
叙
己
所
欲
説
也
」
（
語
は
叙
な
り
、
己
の
欲
す
る

所
の
説
を
叙
す
る
な
り
一
と
あ
る
の
や
、
〈
論
語
、
郷
黛
V
に
、
「
食
不
語
、

寝
不
言
」
（
食
す
る
も
語
ら
ず
、
寝
す
る
も
言
わ
ず
L
と
あ
る
の
に
通
ず
る
。

つ
ま
り
語
り
述
べ
叙
す
る
こ
と
で
、
古
代
に
於
て
は
、
述
べ
語
る
こ
と
の
最
も

重
要
な
も
の
は
歴
史
で
あ
っ
た
か
ら
、
〈
国
語
V
の
中
に
見
え
る
く
魯
語
V
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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〈
齋
語
V
の
内
容
は
、

あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
魯
の
歴
史
、
齋
の
歴
史
に
な
っ
て
い
る
の
で

　
そ
の
責
め
ら
れ
る
点
の
最
も
多
い
者
は
、
役
所
の
令
・
丞
に
申
し
上
げ
、
令
・

丞
が
不
正
な
る
も
の
と
認
定
し
た
な
ら
、
戸
籍
簿
に
そ
の
事
実
を
書
い
て
、
千

里
四
方
に
悪
吏
と
し
て
指
弾
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
釈
文
を
作
る
に
当
っ
て
底
本
と
し
た
、
文
物
出
版
社
一
九
七
八
年
十
一

月
く
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
V
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
一
組
編
の
く
語
書
V
に
は
極

く
簡
単
で
は
あ
る
が
説
明
が
あ
る
。

文
を
掲
げ
て
お
く
。

い
ま
そ
れ
を
参
考
と
す
べ
く
原
文
と
、
訳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
括
辛

く
語
辛
V
友
現
子
墓
主
腹
下
部
、
在
右
手
的
下
面
。
文
串
共
有
十
四
支
筒
、
文

字
分
カ
前
后
丙
段
。
送
十
四
支
筒
筒
長
和
箸
体
一
致
、
但
后
段
的
六
支
筒
筒
首

銅
痕
比
前
八
支
筒
位
貿
略
低
、
似
乎
原
来
是
分
汗
銅
・
的
。
后
段
有
”
友
辛
、
移

辛
曹
〃
等
活
、
文
意
与
前
段
呼
虚
、
可
能
是
前
段
的
附
件
。
原
有
椋
題
在
最
后

一
支
筒
的
背
面
。

　
南
郡
地
区
原
来
是
楚
国
的
地
方
。
秦
昭
王
二
十
八
年
（
公
元
前
珊
年
）
、
命

白
起
率
軍
攻
楚
、
”
抜
郡
、
那
五
城
、
其
明
年
、
攻
楚
、
抜
郵
、
焼
夷
陵
、
遂

奈
至
寛
陵
”
、
在
新
占
領
的
楚
北
部
地
区
投
里
且
了
南
郡
。
〈
梧
辛
V
是
秦
王
政
（
始

皇
一
二
十
年
（
公
元
前
獅
年
一
四
月
初
二
日
南
郡
的
郡
守
騰
頒
友
蛤
本
郡
各
具
、

道
的
一
篇
文
告
。
文
幸
中
提
到
的
江
陵
、
就
是
楚
国
的
旧
都
郭
。
送
吋
、
秦
在

南
郡
地
方
已
統
治
了
半
介
世
妃
、
但
当
地
的
楚
人
勢
力
迩
有
恨
大
影
軸
、
同
吋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

楚
国
也
在
力
困
李
回
送
一
地
区
。
〈
銅
年
泥
V
所
泥
〃
南
郡
各
警
”
一
事
、
友

生
在
文
辛
的
前
一
年
。
文
牟
的
内
容
、
也
反
映
了
当
吋
政
治
軍
事
斗
争
的
激
烈

和
夏
染
、
是
一
篇
珍
冊
的
史
料
。

〈
語
書
V
は
墓
主
の
腹
部
の
下
か
ら
発
見
さ
れ
、
右
手
の
下
あ
た
り
に
あ
つ
た
。

文
書
は
全
部
で
十
四
本
の
竹
簡
が
あ
り
、
文
字
は
前
後
二
段
に
分
か
た
れ
て
い

た
。
こ
の
十
四
本
の
竹
簡
は
、
そ
の
簡
の
長
さ
と
筆
跡
は
一
致
し
て
い
る
が
、

後
段
の
六
本
の
竹
簡
の
上
段
の
紐
の
組
み
あ
と
は
、
前
段
の
八
本
の
竹
簡
に
比

べ
て
そ
の
位
置
は
や
や
低
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
簡
巻
が
作
成
さ
れ
た
頭

初
か
ら
別
々
に
編
成
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
後
段
に
は
、
「
書
を
発
布

す
る
、
書
を
曹
に
移
す
」
な
ど
の
文
句
が
見
え
、
文
意
は
前
段
と
呼
応
し
て
い

る
か
ら
、
多
分
菱
段
ま
前
段
の
附
件
な
の
で
あ
ろ
う
。
も
と
か
ら
の
標
題
は
最

後
の
一
簡
の
裏
面
に
か
か
れ
れ
て
い
た
。

　
南
郡
地
区
は
本
来
楚
の
国
の
地
方
で
あ
る
。
秦
の
昭
王
二
十
八
年
（
紀
元
二

七
九
年
）
、
白
起
に
命
じ
て
軍
を
率
い
て
楚
を
攻
め
さ
せ
、
「
郡
と
鄭
の
五
城
を

抜
き
、
其
の
明
く
る
年
、
楚
を
攻
め
、
郵
を
抜
き
、
夷
陵
を
焼
き
、
遂
に
東
の

か
た
寛
陵
に
至
る
」
の
で
あ
る
。
そ
し
て
新
し
く
占
領
し
た
楚
の
北
部
地
区
に

南
郡
を
置
い
た
の
で
あ
る
。
〈
語
書
V
は
秦
王
で
あ
る
政
（
始
皇
帝
の
こ
と
）

の
二
十
年
（
紀
元
二
二
七
年
）
四
月
二
日
に
南
郡
の
郡
守
で
あ
る
騰
が
そ
の
郡

の
各
県
、
道
に
発
布
し
た
通
達
文
で
あ
る
。
こ
の
文
中
で
江
陵
に
つ
い
て
ふ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
楚
の
国
の
旧
都
の
郵
で
あ
る
。
当
時
、
秦
は
南
郡
地
方
に

　
　
　
　
　
す
で

お
い
て
は
、
已
に
半
世
紀
に
亘
っ
て
支
配
し
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
地
方
の

楚
人
の
勢
力
は
ま
だ
ま
だ
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
お
り
、
同
時
に
ま
た
楚
の
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国
自
身
も
力
で
こ
の
地
方
を
奪
回
し
よ
う
と
意
図
し
て
い
た
。
〈
編
年
記
V
が

記
し
て
い
る
「
南
郡
備
警
」
の
一
事
件
は
、
こ
の
く
語
書
V
よ
り
一
年
前
に
発

生
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
文
書
の
内
容
は
、
当
時
の
政
治
、
軍
事
闘
争
の
は
げ

し
さ
と
複
雑
さ
を
反
映
し
て
お
り
、
一
篇
の
極
め
て
貴
重
な
歴
史
資
料
と
な
っ

て
い
る
。
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